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京浜急行電鉄株式会社（本社：東京都港区，社長：原田 一之，以下 京急電鉄）と，交通部

台湾鉄路管理局（局長：周永暉，以下 台鉄）は，両者沿線の利用者拡大をめざし「友好鉄道

協定」を締結します。両者はともに 1948 年に設立され，都市間輸送，観光輸送を担い，また互

いに河津桜の観光名所を持つなどの沿線における共通点も多いことから，今回の協定締結に至

りました。それに伴い，２月 26 日に台鉄台北駅において，京急電鉄社長，台鉄局長出席のもと，

調印式を執り行い，あわせて友好提携を記念したイベントを実施します。 

なお，京急電鉄が海外の鉄道事業者と，台鉄も日本の大手民鉄と友好協定を締結することは

今回が初めてとなります。 

台湾からの訪日客数は昨年過去最高の約 283 万人を記録し，各国における年間訪日客数とし

ても過去最高を記録するなど，日台間の往来は今後継続的に活性化すると想定されております。

また，羽田空港～台北松山空港間には現在８便／日が就航し，羽田空港国際線ターミナルに設

置されている京急ツーリストインフォメーションセンターをご利用頂く外国人のうち，台湾人

が最も多いことから，京急電鉄も訪日台湾人にとって徐々に身近な鉄道となっております。 

今回の提携を契機に，台鉄，京急も各種取組を通じて両者沿線のみならず，日台間の交流人

口の増大を目指すべく活動してまいります。詳細は別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友好提携記念ポスターイメージ 

くじ引きで当たる賞品の数々 



 別 紙  

台鉄・京急電鉄との友好鉄道協定について 

 

１. 調印式について 

（1）日  時   

  2015年２月 26日（木） 10：00から 

（2）場  所   

  台鉄 台北駅 貴賓室内（西２門口近く） 

（3）出 席 者   

京急電鉄：取締役社長 原田一之 

台  鉄：局長       周永暉 

 

２．調印記念イベントについて 

（1）日  時 

  2015年２月 26日（木）13：00～17：00 

2015年２月 27日（金）11：00～17：00 

（2）場  所 

  台鉄 台北駅構内 

（3）内  容 

 ・日本のマンガデザイナーによる似顔絵作成イベント 

※来場者を対象に，無料にて台鉄・京急電鉄の友好提携がデザインされた専用台紙に似顔

絵を作成しプレゼントします。 

 ・京急沿線，空港線ＰＲパンフレット配布 

  

３．その他取り組みについて 

（1）記念ラッピング列車の運行 

 イ．内容 

 台鉄・京急電鉄の友好提携をデザインしたラッピング列車を京急線内で運行します。 

 ロ．期間 

  2015年３月９日（月）～５月末まで運行予定 

（2）記念ポスターの掲出 

 イ．内容 

 台鉄・京急電鉄の友好提携をデザインしたポスターを京急線内，台鉄駅構内で掲出します。 

ロ．期間 

 2015年３月９日（月）から 

（3）台鉄弁当の販売 

  京急ショッピングセンターにて，台鉄各駅で販売され台湾人に親しまれている駅弁（台鉄

弁当）を販売します。※販売場所，時期等詳細は決定次第発表します。 

 

４．後  援 

 日本政府観光局（予定），台湾観光協会 

 

 

以  上 

 

 

 

マンガデザイナー似顔絵イベントイメージ 



 

 参 考  

【中華民国交通部台湾鉄路管理局について】 

 交通部は日本の国土交通省に相当する機関。同部では運輸，観光，気象，通信の４領域を

主管しており，同部内では 18 の内部部局と台湾鉄路管理局のほか民生航空局，観光局，中央

気象局など 14の外局がある。 

 台湾鉄路管理局は，一般鉄道（在来線）を管理運営し，台北・高雄の都市部を走るＭＲＴ

（地下鉄），台湾高速鉄路（台湾新幹線）は別組織が運営する。全従業員数 16,330 名，営業

キロ 1,087km，利用者数 622,705人／日。 

  

【京急ツーリストインフォメーションセンター（京急ＴＩＣ）について】 

（1）場所 

  京急線 羽田空港国際線ターミナル駅 ２階到着ロビー階 改札横 

 

（2）主なサービス内容 

イ．首都圏を中心とした交通案内等 

 

ロ．訪日外国人へのＰＡＳＭＯ，乗車券等の販売 

※京急線内の普通乗車券についてはクレジットカード決済が可能 

 

ハ．行政と提携した観光案内（認定案内所として登録） 

   ★日本政府観光局「ビジット・ジャパン案内所」 

カテゴリー３（最高ランク）認定 

    

【カテゴリー３とは】 

 日本政府観光局によって開始された新たな外国人観光 

案内所認定制度における最高ランクのカテゴリー。 

サービス提供時間中に英語，中国語，韓国語で対応 

可能なスタッフが 常駐し，全国の公共交通機関や観光 

情報などを提供できる原則年中無休の施設が認定され 

ます。（2014年 12 月現在，カテゴリー３の案内所は 

日本全国 465か所中 18か所 のみ。） 

 

二．観光・宿泊等に対するご相談  

 

（3）営業時間 

  ７時～22時（年中無休） 

 

（4）対応言語 

  ４か国語対応（日本語・英語・中国語・韓国語） 

    ※韓国語，台湾語，中国語に関しては，ネイティブ スピーカーが在籍 

 

（5）スタッフ数 

８名在籍（常時２名体制） 

以  上 

 

京急ＴＩＣの場所について 


